
執筆動機

私は守口ゼミに所属しています。守口

先生の下でゼミ生と共に切磋琢磨し、た

くさんのことを学んできました。そのよう

にして培った力を、ゼミの枠を超えたと

ころで腕試ししてみたいと考えたことが懸

賞論文執筆のきっかけです。就活中にも

面白い論文テーマはないかと考え続け、

入賞のために尽力してきました。そして、

様々な方のご協力もあり、入賞を果たす

ことができました。

論文の内容

明治「きのこの山」と「たけのこの里」に

代表される、あなたはどっち派？と問うよ

うな「どっち派キャンペーン」に着目し、研

究を行いました。製品の差別化が難しく

なっているという今日、ブランド強化は至

上命題となっています。そこで、どっち派

キャンペーンによりライバルのような関係

になった 2つのブランドは、消費者のブラ

ンド評価にどのような影響を及ぼすのか

を共分散構造分析などを用いて明らかに

しました。

執筆に当たってのエピソード

締切が昨年度より早かったこともあり、

年末年始を全て論文執筆に当てました。

そして、年末年始にも関わらず、たくさん

の方が協力してくれました。守口先生に

は元日からメールで助言を頂き、友人た

ちはアンケートの回答に協力してくれまし

た。パソコンが不具合を起こした時には、

ゼミの後輩がパソコンを貸すために駆け

つけてくれました（笑）。忙しい時期であっ

ても快く協力してくれた皆さんには本当に

感謝しています。ありがとうございました。

後輩の皆さんへのメッセージ

「成功の反対は何もしないこと」私が好

きな言葉の1つです。まず何か取り組んで

みることで新しい何かを発見することが

できると私は考えています。ゼミでもサー

クルでもバイトでも、何かチャレンジしよ

うかと悩んだら是非チャレンジしてみてく

ださい。そして、勉学において何かチャレ

ンジしたいと思った方にはこの商学懸賞

論文をオススメします。テーマ設定から

既存研究の整理、考察など勉学の全てが

詰まっていると思います。きっと貴重な

経験となり、自分の力となることでしょう。

ライバルブランドのブランド評価形成メカニズム：どっち派キャンペーンに着目して佳 作

執筆動機

広田ゼミでは、毎年 3年前期にコーポ

レートファイナンスや統計の基礎を学ん

だのち、後期にグループで論文執筆にあ

たり、早稲田商学懸賞論文に応募してお

ります。

私たちの代は 3年次のみのゼミ活動に

なるため、論文応募や入賞への想いはよ

り一層強いものでした。執筆に際しては、

広田先生をはじめ先輩方にも数多くのア

ドバイスを頂きました。感謝しておりま

す、ありがとうございました。

論文の内容

2005年頃から、日本で買収脅威が顕

在化し始めたことを機に、買収防衛策を

導入する企業が急増した。アメリカにお

いては、買収防衛策導入は経営者保身を

意味しているため、良いものとされてい

なかった。しかし、日本においては歴史

も浅く、統一的な見解が得られていなか

ったところに私たちは着目した。買収防

衛策の効果を長期的に観測した結果、日

本において、買収防衛策導入は必ずしも

企業価値を下げないことがわかった。

執筆にあたってのエピソード

0から 1を生み出すことがいかに難し

いか、痛感した半年間でした。テーマ選

定の時点で、それを研究することに社会

的に意義があるのか、データは十分に存

在するのか等の課題にぶつかりました。

分析・執筆の段階では、どうすれば我々

の仮説を検証できるのか、検証後の結果

はどう解釈されるのかなど、常に全くの

手探り状態でした。班員全員が、お互い

の考えを忌憚なく発信しあう環境が、い

い結果をもたらしたのだと思います。

後輩へのメッセージ

ゼミ活動の中で、難題と向き合うこと

もあると思いますが、広田ゼミ生同士、

チームを越えて協力しあう絆がありま

す。一人で考え込む前に、自ら発信する

こと、疑問を投げかけることが大切です。

応えてくれる人は必ずいます。

高い目標を掲げ挑戦すれば、必ず自身

の成長に繋がります。遊びも学びも、深

みのある人間を育てます。2年生の皆さ

んは、どんな人間になりたいですか。よ

く考えた上で、広田ゼミに決めていただ

けたら幸いです。

買収防衛策が企業価値に与える影響：長期イベントスタディと長期パフォーマンススタディによる考察佳 作
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